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要 約 

我々は、2011年長野県北部の地震(Mj6.7)の震源域で木造建物の全棟調査及び高密度の常時

微動計測を行った。木造住家の全壊率は、長野県栄村の青倉地区と横倉地区で30％を超え

ており、観測記録の得られている森地区では10％以下であった。また、震源近傍で得られ

た地震観測記録と常時微動記録から青倉地区と森地区での強震時の地震動を推定した。推

定された地震動は、地区の中の揺れやすさを反映することができ、その特徴的をとらえた

分布を示した。推定した地震動(PGA, PGV)と木造建物被害率との相関は概ね良く、被害分

布と矛盾しない地震動分布を推定できたことを示している。本研究で求められた被害率曲

線では、150cm/sを境にして木造建物の倒壊率が急増し、倒壊率が半数を超える結果が得ら

れた。 
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